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市政だより
人口の動き 法律相談日

7月1日現在前月比 l

11 8月22日(木〉
人口 59.471+76 11 

11 9時30分.......15時
男 28，794+29 11 

女 30， 677 + 47 11市役所市民相談室

世帯数15，939+27 11お気軽にどう ぞ
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市民 プ ー ルで 元 気 に 夏休み を 楽 しむ子 供た ち

室主義守生活設計で楽し く

無事故で
子供たちにとって楽しい夏休みがやって来ました。

いうまで もなく夏休みは、子供たちが家庭生活を中心

として自主的に生活設計をたて.健康の増進と計画的

な家庭学習、また家族との生活を通して人格の形成や

生活態度を高める絶好の機会です。

各学校では、それぞれに夏休みを意義あるものとす

るため、計画にもとづく規律ある生活をおくることや

交通事故の防止、特lζ*の事故防止、非行に走らない

よう 、さらには親子、 兄弟姉妹の話しあいなどいろい

ろと地域や、学校の実態に即した具体的な生活指導が

なされています. どうか家庭でも、規則正しい生活の

中から楽しい、思い出深い夏休みが過せるよう、そし

て元気で新学期が迎えられるよう 温かく見守ってあげ

たいものです.

-・内F叫‘a-噌喝肉..... ・a凶.--...、p、.凶u..-事亨可v・・・ ... ・・・ .. . ‘・・ ... ー・・ ・・・ ... 

夏 休 み

フE 気一 で
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精
霊
流
し
は
集
積
地
J¥① 

おおむ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

市政だより

恒
例
の
精
霊
流
し
が
近
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
精
霊
舟
を
海

や
川
な
ど
に
直
接
流
さ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
次
の
事
を
申
し

合
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
皆
さ
ん

ど
承
知
の
よ
う
に
、
近
ご
ろ
私
ど

も
の
大
村
湾
の
汚
れ
が
ひ
ど
く
自

に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
い

ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
下

水
や
「
ゴ
ミ
」
を
み
だ
り
に
捨
て

る
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
.

こ
の
よ
う
な
な
か
で
昔
か
ら
宗

教
的
行
事
と
し
て
子
孫
に
伝
え
ら

れ
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
お
盆

の
精
霊
流
し
も
例
外
と
は
い
え
ず

自
粛
し
た
い
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
.

昭和49年 8月1日
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ーー不

燃

物

は
申
し
合
せ
事
項

精
霊
舟
な
ど
の

指
定
集
積
地

付
中
央
地
区

馬
場
先
波
止
埋
立
地

同
郡
地
区

伏
原
火
力
発
電
所
埋
立
地

伺
鈴
田
地
区

専
念
寺
ガ
l
ド
横
。
三
鈴
橋

伺
三
浦
地
区

舟
津
。
日
泊
。
溝
陸
.

中
央
・
郡
地
区

で
の
行
事

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
十
時
三

十
分
ま
で
現
地
に
祭
壇
を
設
け
読

経
供
養
(
午
後
九
時
ご
ろ
)
を
行

い
逐
次
現
地
で
焼
却
す
る
.

鈴
田
・
三
浦
地
区

集
積
地
に
誘
導
整
理
後
、
午
後

九
時
ご
ろ
か
ら
逐
次
焼
却
す
る。

指
定
集
積
地
に

遠
い
と
こ
ろ

交
通
規
制

適
宜
焼
却
処
分
し
て
下
さ
い

当
日
の
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後

十
時
三
十
分
ま
で
の
問
、
交
通
規

制
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
.

付

精
霊
舟
の
長
さ
一
一

m
以
下
は

園
道
三
四
号
線
の
歩
道
通
行
が

で
き
ま
す
@

同
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場

先
波
止
の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止

精霊 流しの花火
、"，、，‘ 1'."' '''・・'‘'‘・aν、.~~'，."~，.II角川‘'‘'‘."\/\.'V'~・~/\"， '.I\I・.'、ハ. -'\1\，・ν"" 内川ν

事故のないお盆を

願お

必

ず

き

め

ら

れ

た

日

に

で
す
。

同
馬
場
先
波
止
付
近
の
駐
車
場

は
指
定
車
の
み
元
親
和
コ
ン
ク

リ
ー
ト
跡
で
す
。

そ

他

の

付
精
霊
舟
の
長
さ
二

m
以
上
の

も
の
は
町
内
単
位
で
一
括
取
り

ま
と
め
、

警
察
署

へ
届
出
る
。

花
火
、

爆
竹
類
を
使
用
す
る
場

合
も
閉
じ
.

向

精
霊
舟
を
車
両
で
運
搬
す
る

と
き
は
灯
ろ
う
の
灯
を
消
す。

伺

精
霊
舟
は
長
さ
十
例
、

幅
二

・
五

m
、
高
さ
三
・

五
m
以
下

で
あ
る
こ
と
。

お
盆
と
と
も
に
、
精
霊
流
し
も

近
ま

っ
て
き
ま
し
た
が
、

精
霊
流

し
に
は
花
火
が
つ
き
も
の
で
す
。

花
火
は
大
火
を
ひ
き
起
し
た
り

ま
た
人
の
身
体
を
傷
つ
け
危
険
な

も
の
で
す
。

昭
和
四
十
四
年
八
月
十
五
日
の

精
霊
流
し
に
佐
世
保
で
大
火
災
を

ひ
き
起
し
て
い
ま
す
。
矢
び
や
で

失
明
し
た
り
、
や
け
ど
ゆ
守
し
た
例

も
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

と
く
に
精
霊
流
し
で
は
、

宗
教

的
行
事
で
あ
る
寛
容
さ
か
ら
、
無

謀
な
行
動
に
出
る
人
が
た
ま
た
ま

い
ま
す
。

警
察
で
は
、
乙
の
種
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
火
薬
類
取
締
法

道
路
交
通
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
の

法
規
を
適
用
し
て
規
制
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

精
霊
流
し
の
日
は
、

次
の
こ
と

を
守
っ
て
、
花
火
な
ど
に
よ
る
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
.

が
ん
具
用
煙
火
(
花
火
)

の
販
売
庖

一、

流
星

(矢
び
や
)
爆
竹
、
投

げ
玉
、
乱
れ
玉
な
ど
危
険
性
の

強
い
花
火
の
販
売
は
、
自
粛
し

て
下
さ
い
.

一
一、
精
霊
舟
の
通
る
道
す
じ
の
居

で
は
花
火
類
の
陳
列
、
販
売
は

し
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

精
霊
舟
の
コ

l
ス
に
あ
た
る

商
庖
・
住
宅
街

一、

精
霊
舟
の
通
る
商
居
街
な
ど

で
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て

消
火
器
具
な
ど
の
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
.

二、

着
火
、
引
火
し
や
す
い
油
類

セ
ル
ロ
イ
ド
、
枯
木
枯
葉
、
そ

の
他
燃
え
や
す
い
物
の
陳
列
、

放
置
な
ど
し
な
い
よ
う
整
理
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

三
、
精
霊
舟
の
コ

l
ス
に
あ
た
る

き

め

ら

れ

た

場

所

に

と
思
わ
れ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
」
、
駐
車
場
、
が
ん
具
販

売
臣
、
塗
料
居
、
「
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
販
売
居
」
そ
の
他
燃
え
や

す
い
物
を
取
り
扱
う
庖
で
は
、

花
火
な
ど
の
使
用
禁
止
の
表
示

を
し
て
下
さ
い
.

危
険
な
場
所
な
ど
で

花
火
の
使
用
禁
止

一、

精
霊
舟
に
は
、
責
任
者
を
定

め
て
下
さ
い
。
ま
た
警
察
で
は

「
花
火
取
扱
者
」
を
指
定
し
何

ら
か
の
マ

l
ク
を
つ
け
さ
せ
る

考
え
で
す
.

一
一
、
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
、

駐
車
場
、
が
ん
具
販
売
居
、
塗

料
居
、
「
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
販
売

庖
」
お
よ
び
そ
の
付
近
、
道
幅

の
せ
ま
い
と
こ
ろ
、

見
物
人
、

通
行
人
が
密
集
し
雑
踏
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
ど
で
は
、

流
星

(
矢
び
や
)
、

爆
竹
、
投
げ
玉
、

乱
れ
玉
な
ど
の
使
用
は
、
絶
対

に
禁
止
し
ま
す
.

三
、
花
火
の
ほ
か
、
精
霊
流
し
に

参
加
す
る
人
に
は
飲
酒
を
自
粛

さ
せ
、
他
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

さ
け
、
精
霊
流
し
が
終
っ
て
か

ら
酒
類
を
出
す
よ
う
に
し
て
下

さ
い

(
大
村
警
察
署
)
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画

不

燃

物

の

持

ち

出

し

は

収

集

日

の

前

日

に

限

り

ゅま
す

、
売

参
議
院
議
員
選
挙

E 

T 
L 

守
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司
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L 

守
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7 t 
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投
票
率
は
県
下
最
高

M 

t 

C 

c 

t 
d 

日・
mm
パ
ー
セ
ン
ト

七
月
七
日
施
行
さ
れ
た
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
は
、
台
風
の
影
響

で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

午
後
か
ら
回
復
し
、
投
票
率
も
県

下
最
高
の
七
五

・
九
八
%
を
記
録

りむおお市政だより(3) 

し
ま
し
た
.

(
前
回
の
四
十
六
年

参
議
選
の
投
票
率
は
六
三
・

O
八

%
で
し
た
)

な
お
、
市
内
各
投
票
所
の
投
票

率
は
下
記
の
と
お
り
で
す
.

、美 しい花を育てましょうグ

一市民憲章 推 進 協 議 会 一

市
民
運

動
推
進
協

議
会
で
は

花
い
っ
ぱ

い
運
動
を

す
す
め
て

い
ま
す
が

本
年
も
三

万
六
千
本

の

花

苗

(
サ
ル
ビ

ア
、

マ
リ

l
ゴ
ー

ル

ド
)
を、

市
内
の
事

業
所
、
団

体
、
学
校
な
ど
へ
配
り
ま
し
た
，

花
苗
は
自
主
的
に
育
て
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
間
も
な
く
美
し

い
花
が
咲
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

乙
の
花
苗
は
、
大
村
部
隊
で
育
成

し
て
も
ら
っ
た
も
の
を
二
万
本
、

園
芸
高
校
で
育
成
し
て
も
ら
っ
た

も
の
を

一
万
本
配
布
し
た
も
の
で

す
.ま

た
、
国
体
後
、
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
、
大
村
市
民
運
動

推
進
協
議
会
は
、
七
月
二
十
六
日

で
解
散
レ
、
新
に
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
が
、
こ
の
事
業
を
引
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

員 通常選挙市内投票所投票率

選挙当日有権者 数 11 投 票

男 | 女 [ 計 11 男 | 女 l 平 均

ーやー

牛込

参議院議

東 大 村 小 学校

古町公民 館

諏訪公民 館

松 並 公 民館

実天 神 社会館

萱瀬小 学校

黒木 小 学校

上久原公民 館

市役所第二会議室

館

昭和通公民館

大村子供の 家

市役所福重出張所

松原出張所

南 野 岳 公 民館

池田住宅公民館

今村公民館

市役所三浦出張所

植松 公民館

鈴田出張所

社会福祉センタ ー

名所

会

百市

民

計

1/ 

1/ 

投

市
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犬の放し飼いをやめよう

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に

よ
り
人
畜
・
農
作
物
な
ど
に
被
害

を
こ
う
む
り
、
ま
た
ゴ
ミ
箱
を
荒

さ
れ
て
困
る
と
い
う
苦
情
が
多
く

出
て
い
ま
す
.
こ
の
よ
う
に
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
る
犬
の
放
し
飼

い
は
絶
対
し
な
い
よ
う
飼
育
者
の

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
.ま

た
、
昼
間
は
つ
な
い
で
い
て

も
夜
に
な
る
と
飼
い
犬
が
ほ
え
て

騒
が
し
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
放

し
飼
い
ゆ
守
す
る
人
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、

夜
、
放
し
飼
い
を

す
る
こ
と
は
特
に
危
険
で
す
の
で

絶
対
に
つ

な
い
で
飼
う
よ
う
に
し

て
下
さ
い
.

ま
た
、
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す

が
、
つ
な
い
で
い
る
犬
に
、
近
所

の
子
供
が
遊
び
に
夢
中
に
な
り
近

ょ
っ
た
た
め
か
ま
れ
て
、
大
け
が

を
す
る
と
い
う
事
故
が
お
き
て
い

ま
す
.
人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る

原
爆
犠
牲
者
の
め
い
福
を

原
爆
記
念
日
に
サ
イ
レ
ン

長
崎
市
で
原
爆
の
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
の
め
い
福
を
祈
っ

て
次
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す
.

黙
と
う
を
捧
げ
犠
牲
者
の
霊

を
慰
め
ま
し
ょ
う
.

~ 

み

み

日
時

八
月
九
日

午
前
十
一
時
二
分

サ
イ
レ
ン

一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

と
.園園

、ー

と
ば
の
相
/談

犬
は
ロ
輪
を
か
け
る
か
、
丈
夫
な

オ
リ
の
中
に
入
れ
て
飼
う
よ
う
に

し
て
下
さ
い
.

こ
の
よ
う
に
、

飼
い
犬
が
人
を

か
ん
だ
り
す
る
の
は
、
や
は
り
飼

い
主
が
つ
な
い
で
ば
か
り
い
る
た

め
に
気
が
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
.
愛
犬
が
、

気
が
荒
く
な
っ

て
人
畜
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う

少
な
く
と
も
、
朝
夕
二
回
は
散
歩

に
連
れ
て
行
く
よ
う
心
が
け
ま
し

ゃ
h

h円
J
.
 

.... 、，‘・，、-‘・'、，ヘ'‘""，
「
飼
い
主
の
義
務
」

ω生
後
三
カ
月
以
上
の
飼
い
犬
は

毎
年
一
回
登
録
と
、
春
・
秋

二
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
(
登
録
は
常
時

市
衛
生
課
か
各
出
張
所
で
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
.
登
録
手
数

料
三
百
円
)

ω飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有
す

る
以
外
の
場
所
に
放
し
飼
い
を

し
な
い
こ
と
・
た
だ
し
、
人
畜

に
被
害
を
加
え
、
ま
た
は
、
加

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
、
い

つ
も
つ
な
い
で
お
く
乙
と
(
で

き
る
か
ぎ
り
口
輪
を
か
け
る
か

オ
リ
の
中
に
入
れ
て
お
く
乙

と
)

ω飼
い
犬
を
捨
て
る
と
き
は
、

所

定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ
る

こ
と
。
不
用
犬
の
回
収
日
は
、

毎
週
火

・
金
曜
日
の
午
前
中
と

毎
月
十
四
日
で
す
。

回
収
箱
は

市
役
所
と
各
出
張
所
に
あ
り
ま

す
.

①
未
登
録
犬
、
放
し
飼
い
の
犬
は

療

育

手

帳

精
神
薄
弱
児
(
者
)
に
一
貫
し

た
指
導
相
談
を
行
い
、

ま
た
各
種

援
助
措
置
、
証
明
な
ど
受
け
や
す

く
す
る
た
め
、

療
育
手
帳
交
付
制

捕
か
く
し
ま
す
の
で
、
未
登
録

犬
は、

直
ち
に
登
録
を
す
ま
せ

絶
対
に
、
放
し
飼
い
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
.

の

交

付

精

神

薄

弱

児

(

者

)

度
が
で
き
ま
し
た
.
申
請
の
手
続

(施
設
入
所
者
を
除
く
)
を
し
て

下
さ
い
.
な
お
詳
し
い
乙
と
は
福

祉
事
務
所
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

。。

。
。。

み
み
と
こ
と
ば
の
相
談
日

-8月

η
日

@
福
祉
セ
ン
タ
ー

一日保育のと利用を

;重度身体障害児

j精神薄弱児

午
後
一
時

1
四
時

市
は
精
神
薄
弱
児
及
び
重
度
身

体
障
害
児
の

一
日
保
育
を
次
の
と

お
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で

気
軽
に
と
利
用
下
さ
い
。

日
時

毎
月
第
二

・
四
日
曜
日

午
後

一
時

1
午
後
四
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
一

階

大
会
議
室

(三
城
町
)

往
復
車
代
は
市
で
負
担
し
ま
す
。

場
所

日

は

8
月
日
日

午

後

1
1時

1

4
時

A

人
権
擁
護
委

、
員
は
、
あ
な
た

一
の
悩
み
ご
と
の

N

相
談
に
秘
密
で

」
助
言
し
ま
す
.

}
市
に

は、

法
務

叩
大
臣
か
ら
委
嘱

』
さ
れ
た
人
権
擁

d

護
委
員
が
三
人

山
い
ま
す
.
人
権

一
擁
護
委
員
は
私

A

た
ち
の
人
権
が

ん
犯
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
し、

一
も
し
人
権
が
犯
さ
れ
た
人
が
い

A

た
場
合
は
、
相
談
相
手
に
な
っ

~
て
救
済
し
た
り
、
正
し
い
人
権

一
の
考
え
方
を
広
め
た
り
す
る
こ

N

と
が
主
な
仕
事
で
す
。

」

常
設
人
権
相
談
は
日
曜
休
日

}
以
外
の
日
は
長
崎
地
方
法
務
局

明
大
村
支
局
で
受
付
け
て

い
ま
す

』
自
宅
人
権
相
談
は
次
の
委
員
の

d

自
宅
で
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま

山
す
.
お
気

軽

に
ご
相
談
下
き

A

大
村
市

一
番
地

藤
戸
三
郎

ん

武
部
郷
四

O
九

姉
川
津
弘

一

皆
同
郷
二
三
八

田

川

寿

列

な
お
、
相
談
に
つ
い
て
わ
か

』
ら
な
い
こ
と
は
、

長
崎
地
方
法

}
務
局
大
村
支
局
へ

お
問
い
合
せ

M

下
さ
い
。

福
祉
セ
ン
タ
ー

悩みごとなど…

一一一人権擁護委員に



~ 

不

燃

物

は

必

ず

き

の

ら

れ

た

日

に
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乳
牛
・

豚

昭
和
何
年
)
(
引
年

保
留
種
畜
選
定
さ
る

蔭
平
の
中
尾
さ
ん
ら

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
五
十
一

年
度
ま
で
次
の
所
有
者
の
種
畜
が

保
留
種
畜
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た乳
牛
の
部

蔭
平
郷

徳
泉
川
内
郷

立
福
寺
郷

一
ノ
郷

小
路
口
郷

寿
古
郷

木
場
郷

寿
古
郷

諏
訪
郷

吉
本
勝
美

山
下
正
俊

駒
木
義
弘

愛
合
春
雄

松
谷
文
作

愛
合
久
一

佐
藤
正
次
郎

中
尾
義
秋

上
滝
近
太
郎

り

小規模住宅用地の申告

く><> <>く><>く〉

;b、済みでしょうか?

※ 申 申下み安
市に詳課 告 合 市告さで く 土
政なし税 用 が役 の いなな地
だるく課 紙 必所 場・ いり (
よ か は に 要課 所 方 ま住
り 、課 あ な税 は す 宅
を七税 り た課 早 。地
ご月 課 ま め ( く 申)
覧 十にす )台 済告 の
下五お。 帳 ま が 税
さ 日尋 と しお 金

号 ね 照 て済が

お お む市政だより(5) 

富
ノ
原
郷

小
路
口
郷

豚
の
部

沖
田
郷

矢
上
郷

H
H
 

熊
野

高

諸
石
熊
七

松
本
清

一

三
井

昇

浦
辺
政
春

一弦
谷
邦
夫

11 

き

め

ら

れ

た

場

所

に

一
ノ
郷

今
村
郷

桜
馬
場

矢
上
郷

今
村
郷

横
山
頭

原
口
郷

福
田
日
出
男

山
中
良
信

中
村
高
光

秀
山
勝

一

山
中
敏
博

望
月
民
夫

勢
戸
留
一

【
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
】

弁
論
大
会

ポ
ス
タ
ー

入
賞
・
入
選
者
き
ま
る

青
少
年
弁
論
大
会
は
七
月
十
三

旦
市
民
会
館
三
階
大
会
議
室
で
行

わ
れ
、
中
学
生
十
一
人
、

高
校
生

七
人
が
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

審
査
は
五
人
の
審
査
員
に
よ
っ

て

厳
正
に
行
わ
れ
、

次
の
人
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
.

中
学
生
の
部

一
位
(
市
長
賞
)

あ
る
経
験
か
ら

西
大
村
中
二
年
西
由
美
子

二
位

(大
村

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

賞
)

ま
ず
「
お
は
よ
う
」
の
こ
と
ば

か
ら西

大
村
中
二

年

村

田
晶
子

三
位
(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

今
で
き
る
こ
と

玖

島

中

一

年

田

崎

裕
子

四
位

(大
村
区
保
護
司
会
賞
)

贈
り
も
の

西
大
村
中
一

年

野

口

弘

子

五
位

(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

暖
か
い
心

萱
瀬
中
二
年

岩

本

久

仁

子

高
校
生
の
部

一
位

(議
長
賞
)

明
る
い
社
会
建
設
の
た
め
に

大
高
二
年

植

木

順

二
位

(大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

賞
)

友
愛大

高
定
時
制
二
年
中
瀬
政
則

三
位

(大
村
区
保
護
司
会
賞
)

私
の
道

大
高
定
時
制
四
年
白
浜
由
起
子

市
民
の
厚
生
施
設せ

い
ぜ
い
ご
利
用
を

「小
浜
お
お
む
ら
荘
」

一

一
人
か
ら

一

一

二
人
ま
で

一

三
人
以
上

自

k
川
崎
川
は
川
崎
比

三

|
ト
ハ
O
O
円
一

直

川

1

U
一
一
般

(笠
山
融
制
恥
)
一

九
O
O
円
一

七
五
O
町

f
羽

刑
制
出
1

1

1

1

1

寸
I
l
i
-
-

」l

i

l

i

-

-

一(
六
歳
以
上
十
六
歳
未
満
)
一

七

O
Oロ
一

五
五

O
同

食
事
料

朝

食

百

五
十
円

夕
食

三

百

五

十

円

計

五
百
円

特

別

食

も

で
き
ま
す
。

市
民
に
レ
ク
リ
エ

i
シ
ョ
ン

の
場
と
、
心
身
の
健
康

・
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、

厚
生
施

設
と
し
て
小
浜
町
に
「
小
浜
お

お
む
ら
荘
」
が
昨
年
十
月
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
月
平
鈎
二
百
五

十
人
近
く
の
人
た
ち
に
利
用
さ

区

分

料
ま
た
同
日
、

小
学
生
と
中
学
生

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品
二

百
九
十
八
点
に
つ

い
て
審
査
が
行

わ
れ
、
八
十
点
が
入
選
、
そ
の
う

ち
小
学
生
の
部
五
点
、
中
学
生
の

部
一
点
が
特
選
と
な
り
、
次
の
賞

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
賞三

浦
小
六
年

議
長
賞大

村
小
五
年

堀
口
一

成

渡
辺
さ
ゆ
り

れ、

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
が

施
設
も
次
第
に
改
善
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
申
込
み
は
社
会
課
で

取
扱

っ
て

い
ま
す。

使
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
賞

東
大
村
小
五
年
岩
永
恵
美
子

ラ
イ
オ
ン
ズ
賞

大
村
小
六
年

岩
永
賢
治

保
護
司
会
賞

三
浦
小
六
年

楠
本
英
明

保
護
司
会
賞

郡
中
二

年

原

栄
子

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
は
八
月
末
日

ま
で
市
立
図
書
館
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
.



(6) りおおむ

注
射
と
検
診

市政だより

圏
三
歳
児
健
康
診
査

乙
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。
お
繰
り
合
せ
お
で
か
け

下
さ
い
.

対

象

昭

和

四
十
六
年
二
月
生
ま

れ
の
人
及
び
昭
和
四
十
五
年
八

月
か
ら
昭
和
四
十
六
年

一
月
生

ま
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受

昭和49年 8月1日
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け
て
い
な
い
人

目

時

八

月

二

十

七

日

(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時

午
後
一
時

l
二
時
三
+
分

場

所

市

役
所
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下

さ
い
。

園
子
宮
ガ
ン
の
検
診

実
施
日
八
月
下
旬
の
予
定

場

所

市

立

病

院

O
妊
娠
中
の
人
は
ご
遠
慮
下
さ
い

日|診療科目 |医院名 |所在地|電話

l的t・婦人科

2・2107

4 科 佐藤外科杭出津 2-3070 

橋 口医 院 原 口 5-7839 

眼科 岩崎眼科 |西本町 2-3435 

J1外科 田崎外科古町 3-1234 

内 ・産婦人科 桝本医院 原 -口 5-8355 

内 科 南野内科 西三城 3-3731 

主8産婦人科 後藤医院 怯並 2-6015 

li件1肢|外整内膚形・性外痛科科科科

山道医院 並松 3-2305 

佐伯医院 武部 2-4330 

貞松 整形 東本町 3・4808

長崎医院 寿古郷 5・8615

8 月の日曜当番医

~ 

不

燃

物

の

持

ち

出

し

は O
実
施
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本

人
あ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

料

金

無

料

申
込
方
法
八
月
十
五
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
住
所
、
氏
名

生
年
月
日
、
世
帯
主
名
を
市
衛

生
課
へ

圃
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児

健

康

相

談

，-
妊
婦
教
室

妊
娠
中
を
元
気
に
過
ご
し
、
丈

夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た

め
の
一
環
と
し
て
聞
き
ま
す
の
で

現
在
妊
娠
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
あ

な
た
も
一
度
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

、刃第
一
回

八
月
十
三
日

収

集

日

-
母
子
保
健
法

・
妊
娠
中
の
生
活

第
二
回
八
月
二
十
日

・
産
後
の
生
活

-
栄
養
に
つ
い
て

(
貧
血
食
の
実

習
な
ど
)

時
間

午
後
一
時
か
ら

場
祈

大
村
保
健
所

園
長
崎
県
美
術
展
覧
会

作

品

募

集

会
期

九
月
'
」
l

五
日

1
二
十
四
日

会
場

県
立
美
術
博
物
館

出

品

部

門

日

本
画
、
南
画

(
墨

画
〉
、
洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、

書
、
デ
ザ
イ
ン
、
写
真

出
品
資
格

県
内
居
住
者
で
満
十

六
歳
以
上
の
人

出

品

点

数

各

部
一
人
三
点
以
内

で
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
る

出
品
料
一
点
に
つ
き
千
円

学

生

八

百

円

申
込
搬
入
と
同
時
に
納
入
す
る

出
品
と
搬
入
九
月
一
日

2
一二日

午
前
十
時

1
午
後
六
時

県
立
美
術
博
物
館

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

-
簡
易
保
険

資
金
融
資
施
設

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

テ
ー
マ

簡
易
資
金
融
資
施
設

(
学
校
、

公
営
住
宅
、
道
路
、
港
湾
、
市

場
な
ど
)
を
題
材
と
し
た
明
る

い
作
品
(
融
資
施
設
は
郵
便
局

で
お
尋
ね
下
さ
い
)

作
品
の
大
き
さ

白
黒
の
部
・
:
四
ツ
切

カ
ラ
ー
の
部

:
ス
ラ
イ
ド
三
十

五
伽
以
上

い
ず
れ
も
単
写
真
に
限
り
ま
す

作
品
の
受
付
九
月
十
四
日
ま
で

に
郵
便
局

の
保
険
窓
口
へ

賞。

カ
ラ
!
の
部

推
薦

=
一万
円
と
簡
易
保
険
局

長
賞
:
・一

点

二
万
円
と
簡
易
保
険
局

長
賞
:
・
二
点

五
千
円
と
簡
易
保
険
局

長
賞
・
・
・
五
点

賞
品
・
:
二
十
点

特
選

入
選

佳
作

。
白
黒
の
部

推
薦

二
万
円
と
簡
易
保
険
局

長
賞
:
・

一
点

一
万
円
と
簡
易
保
険
局

長
賞
:・ニ
点

特
選

の

前

日

に

限

り

ま

す

五
千
円
と
簡
易
保
険
局

長
賞
・
・
・
五
点

佳
作

賞
品
・:
二
十
点

詳
し
く
は
郵
便
局
保
険
課
へ

入
選

-
「
明
る
い
家
庭
を

つ
く
る
」
作
文
募
集

青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、

次
の
と
お
り
作
文
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
.
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し

て
下
さ
い
.

ム
テ
l
マ

家
庭
生
活
に
関
連
し
た
自
由
題

節
約
に
関
連
し
た
自
由
題

ム
資
格小

・
中
学
校
の
部

高
校
・
一
般
の
部

ム
応
募
の
方
法

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

本
人
の
作
文
で
未
発
表
の
も
の

ム

応

募

期

間

十

月

二
十
日
ま
で

ム
入
選
発
表
と
表
彰

最

優

秀

各

部

一

点

優

秀

各

部

二
点

奨

励

賞

各

部

五

点

入

選

発

表

十

一
月
上
旬

表

彰

式

十

一

月

十

七

日

ム
発
送
先

長
崎
市
大
黒
町
三
ノ
一

県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内

青
少
年
育
成
県
民
会
議
あ
て



~ 

み

み
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国
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し

い
も
の
と
す
る
に
は
、
政
治
を
立

派
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
.
そ
し
て
、
き
れ
い
な
政
治

が
行
わ
れ
る
に
は
明
る
い
選
挙
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
心
身
と
も
に
清
く
正

し
い
全
国
の
児
童
、
生
徒
の
皆
さ

ん
に
明
る
い
選
挙
を
推
し
進
め
る

う
え
に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
か
い

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
.

応
募
規
定

内

容

明

る

い

選
挙
を
推
し
進
め

る
乙
と
を
表
わ
す
も
の
を
か
い

て
下
さ
い
.

応
募
資
格
小
学
校
児
童
・
中
学

校
二
高
等
学
校
の
生
徒
(
一
人

一
点
自
作
も
の
に
限
り
ま
す
)

締
切
日
と
提
出
先
九
月
十
日
ま

で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

りむおお市政だより(7) 

と

-・-、ー

と

ば

の

相

談

日

は

8
月

η
日

午

後

色
と
大
き
さ

色
彩
は
自
由
、
大

き
さ
は
四
五
×
三

O
m
か
ら
五

五
×
四

O
m
以
内
。

応
募
上
の
注
意

作
品
の
う
ら
右
下
に
都
道
府
県

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

(ふ
り
が
な
)
、

性
別
を
必
ず

書
き
入
れ
て
下
さ
い
。

応
募
作
品
は
返
し
ま
せ
ん
.

入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側

K
属
し
、
作
品
は
自
由
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

公
明
選
挙
・
明
正
選
挙
の
標
語

は
つ
か
わ
な
い
で
下
さ
い
。

賞

文

部
大
臣

・
自
治
大
臣
連
名

の
賞
状
お
よ
び
都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
か
ら

劃
賞
を
贈
り
ま
す。

発

表

十

月

中

旬

田
商
工
会
議
所
の

職

員
γ

を

募

集

募
集
人
員

男
子
職
員

人

ー
ご

寄

付

あ

り

が

と

う

川

ご
ざ
い
ま
し
た

1

川

ム

社

会

福

祉

事

業

費

へ

川

玖

島

郷

の

大

村

芳

子

さ

ん

は

、

亡

夫

純

毅

さ

ん

e

，

(
名
誉
市
民
)
の
忌
明
に
当
り
、
社
会
福
祉
事
業
費

ν

へ
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
.

叶
a
v

、Z
J
Z
Z
，、，、
r

よ三、，、
r
J
〉九三
f
J
、，九三
Z
J
、f
・，、r
J
3

・.，、
r
.
，、C
2
2
エミ
Z
2
2
〉・.，、
r
.
，、，‘.，、
Z
2
2
3
1
，、r
z
z
三

満
二
十
五
歳
ま
で

高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
人

条
件
・

経
理
が
で
き
る
乙
と

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

詳
し
く
は
商
工
会
議
所
へ

学年
歴齢

講

習

会

国
家
庭
医
学
教
室

日
時

八
月
七
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

肝
臓
病
に
つ
い
て

尾
崎
修

一
市
立
病
院
長

八
月
二
十
一
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

子
供
の
か
か
り
ゃ
す
い
病

気本
多
和
知
小
児
科
医
長

中
地
区
公
民
館

日 講 講
時師義

講
義

場講
所師

園
屋
外
広
告
物
に

関
す
る
講
習
会

対
象
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看

板
、
広
告
塔
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

テ
ン
ト
広
告
な
ど
の
公
衆
に
表

示
す
る
こ
と
を
業
と
し
て
い
る

人
で
、
現
在
及
び
近
い
将
来
責

任
者
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
人

日
時
九
月
十
九
・
二
十
日

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
五
時

場
所
長
崎
県
自
治
会
館

八
月
十
二
日

1
二
十

受
付
期
間

四
日

申

込

県

庁

土

木
部
都
市
計
画
課

※
申
込
要
領
な
ど
詳
し
く
は
申
込

場
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
.

催
し
も
の

国
少
年
・
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

八
月
十
一
日
(
日
)

午
前
十
時
J
午
後
三
時

玖
島
郷

一
五
番
地

大
村
競
艇
場

参
加
資
格
及
び
人
員

小
学
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
少

年
・
少
女
四
百
十
人

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

玖
島
郷
一
五
番
地

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
へ

締
切
八
月
十
日

参
加
料

無
料

日
時

場
所

圃
六
万
人
の
健
康
の

タ

ベ

私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
自
ら

が
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
豊
か
な
生

活
を
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
日

ご
ろ
ど
の
よ
う
な
心
が
け
が
必
要

で
し
ょ
う
か
.

-
t時

1

4
時

中
国
在
留
の
邦

人
か
ら
次
の
人
の

消
息
に
つ
い
て
照

会
が
あ
っ
て
い
ま

す
。
お
気
付
き
の

人
は
連
絡
し
て
下

さ
い
。

人ね尋
明
る
い
家
庭
は
み
ん
な
の
健
康

か
ら
・
:
市
立
病
院
医
師
と
の
座

談
会
の
夕
べ

で
す
。

多
数
参
加
し
て
明
る
い
家
庭
を

築
き
ま
し
ょ
う
・

内
容

・
糖
尿
病

・
ス
ト
レ
ス

-
太
り
す
ぎ
が
体
に
及
ぼ
す
影
響

.
そ
の
他

日

時

八

月

二

十

二

日

午

後

七

時
l
十
時

場
所
中
地
区
公
民
館

主
催
市
教
育
委
員
会

共
催
市
立
病
院
、
市
衛
生
課

圃
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
ゲ

大

会

自
然
探
勝
野
岳
湖
一
周

自
然
保
護
と
自
然
環
境
適
正
利

用
に
対
す
る
理
解
を
高
め
る
た
め

八
月
二
十
日
ま
で
「
自
然
に
親
し

福
祉
セ
ン
タ
ー

中
村
碩
男

一

参
考
・
現
在
、
生
存
さ
れ
て
お
れ
一

ば
七
十
一

l
七

十

二

歳

一

・
昭
和
十
五
年
頃
帰
国

一

・
帰
国
前
、
中
国
黒
河
地
祉

一

で
軍
隊
の
教
官
を
し
て
い
一

た

一

氏
名む

運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

市
も
次
の
と
お
り
、
自
然
探
勝
野

岳
湖
一
周
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
γ
グ

大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
家

族
づ
れ
、
職
場
、
グ
ル
ー
プ
で
多

数
ご
毒
加
下
さ
い
.

開

催

日

八

月

十
八
日
(
日
)

場

所

野

岳

周

辺

催
し
物

野
岳
周
辺
自
然
野
外
解
説

野
岳
湖
一
周
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ

ン
グ
大
会
(
三
人
一
組
)

集
合
場
所
当
日
午
前
九
時
十
分

ま
で
に
市
民
会
館
前
広
場
集
合

(
貸
切
パ
ス
で
現
地
直
行
)

自
家
用
自
動
車
で
参
加
の
人
は

午
前
十
時
ま
で
に
野
岳
湖
畔
に

集
合

携
行
品
水
筒
、
弁
当
、
筆
記
具

記
念
品
参
加
者
全
員
に
記
念
品

を
差
し
あ
げ
ま
す

申
込
八
月
十
日
ま
で
に
電
話
で

市
商
工
観
光
課
へ
。



(8) 

国
花
火
大
会

り

日
時
八
月
九
日
(
金
)

午
後
八
時
打
上
げ
開
始

場

所

玖

島
崎

観
覧
場
所

競
艇
場
駐
車
場
一
帯

駐
車
場

競
艇
場
裏
(
竜
神
島
側
)

おおむ

圃
盆
お
ど
り
大
会

市政だより

日
時
八
月
二
十
日
(
火
)

午
後
七
時

t
九
時
三
十
分

場

所

市

民

会
館
前
広
場
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国

「子
乞E供
真;芸
と 術
王劇
子場
しー

小
学
校
五
・
六
年
生

市
民
会
館

八
月
二
十
三
日
(
金
)

開
演

午
後
一
時

文

化

庁

県
・
市
教
育
委
員
会

入
場
料

無
料

入
場
券

各
学
校
で
希
望
者
へ
配

布
-

父
兄

・
少
年
団
体
指
導
者
・

教

師
の
人
で
も
若
干
余
分
が
あ
り

ま
す
の
で
学
校
ま
た
は
社
会
教

育
課

(電
③
l
四

一
一
一
)
へ

申
込
ん
で
下
さ
い
.

当
日
、
入
場
券
の
な
い
人
は
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

日会対
時場象

主
催

ス
ポ
ー
ツ

-
少
年
柔
剣
道

練

成

大

会

市
連
合
防
犯
協
会
で
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
、

市
柔
道
協
会
、
市
剣
道
協
会
及
び

市
教
育
委
員
会
の
後
援
で
、
毎
年

少
年
柔
剣
道
練
成
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
本
年
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
.

日

時

八

月

十

八
日

午

前

九

時

場

所

西

大
村
中
学
校
体
育
館

試
合
内
容

柔
道
学
校
単
位
小

・
中
学
生
別

団
体
戦
及
び
個
人
試
合

剣

道

基

本

、
紅
白
試
合
及
び
道

場
単
位
小

・
中
学
生
別
団
体
戦

-
壮
年
体
力
つ
く
り

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

対

象

三

十

歳
以
上

期
日

毎
週
土
曜
日

時

間

午

後
二
時

t
四
時

場

所

市

民

体
育
館

内
容
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用

軽
ス
ポ
ー
ツ

申

込

市

教
育
委
員
会
体
育
課

そ

他

の

-
三
浦
海
水
浴
場

8
月
1
日
か
ら

お
く
れ
て
お
り
ま
し
た
三
浦
海

水
浴
場
は
八
月
一
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
開
設
し
ま
す
。

-8月
間
日

正
午
に
サ
イ
レ
ン

全
国
戦
没
者
追
悼
式

八
月
十
五
日

正
午
に
サ
イ
レ

ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
.
官
公

庁
、
会
社
、
工
場
お
よ
び
家
庭
に

お
い
て
は
半
旗
を
掲
げ
黙
と
う
を

し
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
追
悼
の
ま

こ
と
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
.

園
小
型
船
舶
所
有
者

の

皆

様

ヘ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、

遊

漁

船

(
動
力
付
自
家
用
釣
り
船
を
含
む
)

小
型
交
通
船
、
小
型
運
搬
船
な
ど

の
小
型
船
舶
は
、
船
舶
安
全
法
の

改
正
で
、
九
月

一
日
以
降
は
検
査

に
合
格
し
な
い
と
運
航
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
現
在
運
航
中
の
小
型

船
舶

(漁
船
を
除
く
船
の
長
さ
十

一一

m
未
満
の
も
の
)
に
は
、
船
の

長
さ
別
な
ど
に
よ
り
受
検
の
猶
予

期
限
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
.
そ
の

猶
予
期
限
の
識
別
お
よ
び
標
識
票

の
交
付
を
次
の
と
こ
ろ
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、

該
当
船
舶
の
所
有

者
は
返
信
用
封
筒
と
二
十
円
切
手

同
封
の
上
至
急
申
出
て
下
さ
い
.

申
請
書
用
紙
は
農
林
水
産
課
で

交
付
し
ま
す
.

な
お
九
月
一
日
以
降
標
識
票
を

は
っ
て
い
な
い
場
合
は
船
舶
安
全

法
違
反
の
疑
い
を
受
け
る

こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

、日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

長
崎
支
所

脱
長
崎
市
川
口
町
二
番
十
二
号

(
宮
崎
ピ
ル
四

F
浦
上
駅
南
隣
り

電
話
@
!
二
回

二
ハ
)

-
未
就
業
看
護
職
員
の

実

態

調

査

県
で
は
、
未
就
業
看
護
婦
の
実

態
を
次
の
と
お
り
調
査
し
て
い
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
面
倒
で
す
が

届
出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対

象

者

保

健
婦
、
助
産
婦
、
看

護
婦
、
準
看
護
婦
で
、
資
格
を

も
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
現
在

勤
務
し
て
い
な
い
人

調
査
期
間

八
月
三
十
一
日
ま
で

届
出
先

市
衛
生
課

-
中
小
企
業
労
働
福
祉

施
設
等
改
善
資
金
融

資
の
ご
利
用
を

資
格

資
本
金
一
千
万
円
以
下
、

I ， 

ま
た
は
従
業
員
三
百
人
以
下
の

県
内
の
事
業
主
ま
た
は
そ
の
団

体
融
資
額

事
業
主

五

百

万

円
ま

で
、
事
業
主
団
体

千
五
百
万

円
ま
で

利
率

年

六

%

返

済

方

法

六

カ
月
以
内
据
置
、

五
年
以
内
月
賦
償
還

期
間
十
一
月
三
十
日
ま
で

対

象

施

設

労

働
者
住
宅
、
保
健

衛
生
施
設
、
給
食
施
設
、
文
化

厚
生
娯
楽
施
設

直
扱
金
融
機
関

十
八
銀
行
、
親

和
銀
行

※
詳
し
く
は
長
崎
労
政
事
務
所
ま

た
は
県
庁
労
政
福
祉
課
へ

圃
八
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

O
一
日
か
ら
三
日
ま
で

O
五
日
か
ら
十
日
ま
で

O
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で

O
二
十
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で

O
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

O
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

園
八
月
の
実
爆
予
定

大
多
武
演
習
場

O
八
月
二
十
日

午
前
八
時
1
午
後
五
時

一

夏
は
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
気

一

一
の
ゆ
る
み
な
ど
で
電
気
事
故
が

一

一
多
く
発
生
し

て

い

ま

す

・

一

一

昆
虫
採
集
、
魚
つ
り
、

水
遊

一

一
ぴ
と
、
お
子
さ
ん
の
夢
を
大
き

一

一
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
楽
し
い
夏
休

一

一

み

。

一

一

こ

の

夏
休
み
に
多
い
感
電
事

一

一
故
か
ら
お
子
さ
ん
を
守
る
た
め

一

一
「
危
な
い
と
こ
ろ
で
は
遊
ば
な

一

一
い
で
」
と
一

言
お
子
さ
ん
に

一

一
O
電
柱
の
ぼ
り
は
や
め
ま
し
ょ

一

一

う

一

一

0
テ
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を
扱

一

一

う
と
き
は
電
線
に
注
意
し
ま

一

一

し

よ
う

一

一
O
電
線
の
近
く
で
飛
行
機
遊
び

一

一

は

や

め
ま
し
ょ
う

一

一

O
切
れ
た
電
線
に
は
さ
わ
ら
な

一

一

い
で
す
ぐ
九
州
電
力
へ
ど
連

一

戸

・

楽
し
い
夏
休
み

の

た

め

に

一
夏
は
電
気
事
故

の
多
い
と
き

絡
下
き
い
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